
学校力向上に関する総合実践事業

令和２年度

美唄市立東小学校

中央小学校
東中学校

美唄中学校

１



◆事業趣旨

２



◇管理職のリーダーシップの下、

全教職員が一つのチームとなって、

学校改善を推進する学校モデルを提示する。

◇実践の成果を普及・啓発するシステムを

構築することにより、

本道の小・中学校の学校力向上を図る。

３



◆事業形態

４



地域指定

（一部型）

中核校：東小学校

指定校：東中学校指定校：中央小学校指定校：美唄中学校
５



◆事業内容

６



（１）学校マネジメント

（２）落ち着いた学校環境

（３）教育課程・指導方法

（４）人材育成

（５）働き方改革

（６）家庭・地域等との連携

１ 包括的な学校改善に関する内容

７



（７）教育理念や経営方針の浸透

（８）協働意識の高揚

（９）コミュニケーション

（10）人材育成

２ 校長等の
リーダーシップに関する内容

８



東小学校の取組

９

すべては子供のために
当たり前のことを
当たり前に行う

学校をつくる



（１）学校マネジメント

イ 客観的な数値目標の設定と

学校評価と連動した

マネジメントサイクルの確立
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◆学校経営計画の反省と改善策の提案を
年２回実施し、学校目標の実現に迫る。

●グランドデザインで示す学校評価（内外評価）の
数値目標の内、「学習の理解度」と「指導体制の工夫」の
肯定的回答80％以上

【保護者】
④子供は、
基礎的な学習内容を
理解していますか？

⑤複数体制による指導は、
学力や学習意欲の
向上に有効ですか？

◇23項目の達成目標
④学習の理解度 80％
⑤指導体制の工夫 60％

１
１
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（２）落ち着いた学校環境

イ 学校内の整理整頓・学習規律の徹底
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●児童アンケート(年３回)の内、
「相手に聞きやすいように発表する」の肯定的回答80％以上

◆学習規律の定着については、「東小学習ルール」をもとに
児童の実態を把握し、年間を通じて計画的・継続的に取り組む。
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（３）教育課程・指導方法

オ 授業とのつながりや

主体的な学習態度を重視した

家庭学習の促進
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◆自分の学習計画に応じて選択できる
「学習プリント」の配布システムを通じて、
興味・関心をもって主体的に学ぼうとする
家庭学習の習慣化を図る。

●実態把握アンケートの内、
「算数科が分かる」の肯定的回答80％以上
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（４）人材育成

ア 日常実践に直結する校内研修の促進
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◆年間研修計画に基づく日常実践の交流による
優良事例の共有に努める。

●全学年、年１回以上の実践交流実施
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（５）働き方改革

イ 校務支援システム等の

ＩＣＴ活用の導入による

業務の効率化
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◆校務支援システム（Ｃ４th）等の効果的な活用により、
事務作業の効率化を図る。

●学校評価アンケートの内、
「ＩＣＴを効果的に活用している」の肯定的回答80％以上
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（６）家庭・地域等との連携

ウ 家庭と連携を図った

学習習慣・生活習慣の改善
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◆家庭学習チェックシートを通して保護者と児童とに共通の目標をもたせ、
学習習慣の改善を図る。

◆学校評価アンケートに生活習慣の項目を設けて実態把握に努め、
課題の共有と改善の方途を探る。

●強化週間における保護者アンケート（年３回）の内、
「目標時間達成」の肯定的回答80％以上
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（７）教育理念や経営方針の浸透

イ 教職員や保護者、地域住民との

目的・目標・方策の共有化
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【児童】
①あなたは、
学年や学級の
目標に向かって
努力していますか？

【教師】
①学校の教育目標、
学年・学級の目標に
沿って、意図的・
計画的に教育活動を
進めていますか？

◇23項目の達成目標
①東小の教育目標の周知 65％１

◆グランドデザイン等による
「重点目標」の共有化を図る。
（学校便り、ＨＰによる発信等）

●グランドデザインで示す学校評価（内外評価）の数値目標の内、
「教育目標及び活動の周知」の肯定的回答80％以上
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（８）協働意識の高揚

イ システム及びゴールの明確化
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◆「プランニングシート」の効果的活用による分掌間連携の強化、
及び分掌業務の可視化を図る。

●学校評価（内部評価：年３回）の内、
「プランニングシートの活用」の肯定的回答80％以上
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（９）コミュニケーション

ア 温かい人間関係を基盤とした

職員室づくり
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◆校務支援システムを活用した
職員間の情報連携の充実に努める。

●学校評価（内部評価：年３回）の内、
「働きやすい職場環境」の肯定的回答90％以上

●同様に「校務支援システムの有効活用」の肯定的回答80％以上
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（10）人材育成

イ 管理職の計画的な育成
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◆年間を通じた校長と教頭の面談によるキャリアプラン
及び校長採用・教頭昇任を見据えた職能の向上

29

●現任校での任期内に、校長採用・教頭昇任を複数名輩出

＊平成29年度
⇒ 校長採用（登録）
⇒ 教頭昇任（女性）

＊平成30年度
⇒ 教頭昇任（女性）
⇒ 教頭昇任（女性）

＊令和元年度
⇒ 教頭昇任

＊令和２年度
⇒ 校長受検



（１）小学校高学年での教科担任

（２）普及資料の作成

（３）地域協議会への協力

３ 加配教員の役割
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◆ 期待される効果

●教科の専門性が生かされた質の高い授業

●児童一人一人の多面的な理解の深まり

●授業準備の時間確保による深い教材研究
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◆ 実施方法（期間：通年）

●加配教員による専科指導の実施

（１教科以上、週１５時間以上）

●学級担任による交換授業の実施
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◆ 理科指導の実施

東小学校

専科教諭

5-1［週3時間］
5-2［週3時間］
6-1［週3時間］
6-2［週3時間］
<計:週12時間>

研修部
[授業方法改善]

◆メンター
研修

[校長]
[教頭]
[教務主任]
[分掌代表]

◆教科ミニ研修
[専科教諭]
[3年理科担当]
[4年理科担当]
[5･６年学担]

継続的に行う
指導・助言

北
海
道
教
育
庁
空
知
教
育
局

成果普及資料の
作成

美
唄
市
教
育
委
員
会

中央小学校

東中学校・美唄中学校

6年2学級［各週3時間］
＊月曜日[2･3校時]
＊水曜日[5･6校時]
＊金曜日[5･6校時]

<計:週6時間>

◆授業づくり交流会【仮】
[6年学担]・[5年理科専科]

◆授業づくり交流会【仮】
[1学年理科担当]

＊授業参観・意見交流
＊授業改善
＊理科の円滑な接続



◆ 定量的・定性的な評価
＊ 全国学力・学習状況での質問紙調査［令和元年度まで］

＊ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査での質問紙調査［〃］

＊ 児童・教職員・保護者へのアンケート調査

＊ 児童・教職員・保護者、及び教育委員会職員等への聴き取り

◆ 評価項目
＊個々の検証内容に則して設定

４ 成果の検証
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